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論 文 内 容 の 要 旨

申請論文は,エチオピア国のセ ミエン地方の高地に生息するゲラダヒヒを対象に,個体群生態学的側

面から,社会の成立基盤の解明を行なったものである｡

第 1章では,3ハー ド (325頭) を個体識別 し, 個体群の人口学的分析を行なった｡25頭を捕獲 して

歯牙萌出と外部形態から8つの年令区分を設定 し,性 ･年令構成を家系図を基本にして調べた｡31のワ

ンメイル ･ユニットの調査で,ユニットサイズの平均は9.8,成雄は平均1.2,成雌は平均3.5であった.

-- ドを構成する社会的要素は,ユニットの他にフリーランスとオスグループがあり,それらが集合 し

て27-350頭のハー ドが形成されることを示 し, そのおのおのについて構成上の特徴を明らかにした｡

成雌についての年間出産率は20-40%,死亡は寄生虫症による所が大きく,年間死亡率はおとなで 6%

幼児で18%と推定 した｡移出入に直接関与するのは雄であって,ユニットの社会変動を伴なうこともあ

る｡ 一方雌の移出入は全 くなく,雌がゲラダヒヒの社会,とくにユニットの維持に重要な役割を果 して

いると考えられた｡以上の資料をもとに,調査域の個体群の動態を検討 した｡

第 2章では,霊長類の中でも特異な社会形態であるノ､- ドの離合集散する現象の解析により,次の諸

点を明らかにした｡1) -- ドは閉鎖的ではなく周辺および近隣のユニットは自由に出入 りできる.ハ

ー ドはなわぼりを持たず,他のハ- ドと容易に結合できる｡2) ハー ドを形成せず独立 して生息するユ

ニットもあり,すべてのゲラダヒヒは社会生活に-- ドが不可欠であるとはいえない｡3) 各ユニット

は他と重複 しながらも固有の行動をとり,ハー ド形成にはそれらのユニットの地縁に基づ く近隣関係が

強 く関与 している04) 各-- ドと近隣のハー ドの問には,親 しい関係があるものとそうでないものと

がある｡またオスグループは所属する-- ドの他にも,いくつかのハー ドの行動域にまたがって活動す

る｡ これらの現象から,ハ-ドの上位構造としての地域社会を想定 した. 申請者は以上のことから,-

- ドの社会構造は社会関係の枠組に集合の原理を求める方法だけでは理解できず,ユニット問の地縁に

基づ く近隣関係に集合の機序を求めねばならないことを示 し,ゲラダヒヒのノ､- ドおよび地域ポピュレ
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-ションの構造とその成立の機構を明らかにした｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

申請論文は,エチオピア国のセ ミエン高地に生息するゲラダヒヒを対象に,地域個体群の構造を明ら

かにし,それに基づいてゲラダヒヒ社会の成立基盤の解明を行なったものである｡

霊長類研究の中で,これまで精度の高い人口学的な研究はほとんどない｡申請者は325頭 の個体 識別

に基づき,個体群の構成を性 ･年令 ･家系別に克明に記述 したのち,出産,死亡,移出入の資料を確実

に収集 して,個体群の維持,変動要因を解析 した｡豊富で精度の高い内容は,純野生個体群の仕事とし

ては他に類例がない｡個体の集団間の移出入については雌は関与せず,雄のみによることを雄の一生に

およぶステータスの変遷過程とからめて論 じ,ワンメイル ･ユニットの分裂現象とあわせて,個体群の

変動と維持の機構を社会学的な視点から解析 した点も卓抜である｡ 現段階においては霊長類の純野生個

体群を対象 とした業績としては最もすぐれたものといってよい｡

ゲラダヒヒ社会におけるハー ドとは何かという点は,従来あいまいでその位置づげには不明の部分が

多かった｡第 2部において,申請者はハー ドの構造 と成立の機構を,個体群と地縁との関連において描

き出すことに成功 した｡社会集団は社会関係の網目によって成立するという従来の立場とは別に,社会

的単位集団であるユニットの地縁に基づく近隣関係に集合の機序を求め,ハ- ドの様態を明らかにした

点は独創的であり,従来の説の訂正を迫った｡

以上のように,申請者は純野生個体群の動態解明にかなりな成功を収めると共に,個体群研究の基盤

にたって社会学的な課題を分析するという方法を展開し,従来不明であった問題を見事に解析 した｡こ

の方法論と成果は高 く評価されてよい｡

また参考論文は,いずれも霊長類の個体群生態学の分野での豊富な知識とすぐれた研究能力を有 して

いることを示 している｡

よって,本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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